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～平成２４年度七飯町海外交流研修報告～  

                                           七飯高等学校教諭  松山浩司  
 

（１）波乱続きのボストン到着  

 10 月 4 日朝、晴天の函館空港に集合した訪問団、みんな元気にこれか
らのアメリカ訪問に向けて、心弾ませていました。もちろん初めての海
外旅行となる中学生を始め、高校生の中には、昨年コンコードを訪問し
たことのある生徒もおり、それぞれが、それぞれの期待を胸に顔を合わ
せました。  
  
函館空港を出発、無事に羽田に到着後、成田空港までのリムジンバスに
乗り換えます。ここで改めて、みんなの荷物の多さにビックリ！色とり
どりのスーツケースに加え、ホームステイ先へのお土産で満杯に膨らん
だバッグを持つものもいました。  

  
「ホストファミリーへのお土産でいっぱいの荷物」     「カラフルなスーツケース」 
 
 
 
 
 
 そして、いよいよ日本からの旅立ちです。アメリカン航空の機内は横
に広かったのですが、残念ながら我々の席はほとんどの人が、窓側では
なく、通路を挟んで真ん中の席でした。前の椅子にはビデオがついてい
るのですが、故障しているものもあり、また読書灯がつかないものもあ
るなど、かなり雑な印象でした。  
 乗り換え地のシカゴには、ほぼ予定通り到着し、その 3 時間後にボス
トンに向けて飛び立つ予定でした。一度入国審査を受けて、荷物をボス
トン行きの便に預け直さなければならないのですが、入国審査で大問題
が発生！大量の人の列が出来ているにも関わらず、入国審査官の数が少
なく、待てど暮らせど列が進まない。そうこうしてる内に、時間が刻刻
と過ぎ、次の便まで 1 時間もなくなる所までいきました。列を整理する
係員に事情を話しても全く受け入れてもらえず、結局全員が入国審査を
済ませたのは次のフライト時間から 1 時間近く過ぎた頃に。  
 一応、全員で乗り継ぎのカウンターに行き、事情を話しましたが、結
局次の便にも全員乗れないとわかり、色々方法を探った挙句、シカゴに
宿をとり、翌朝早い便でニューヨークに飛び、そこから、デルタ航空に
乗り換えて、ボストンに戻るような形で行くことに。  
 しかし、ニューヨークからのデルタ航空も全員が一度に乗れないので、
3 班に分かれて行かねばならないことになってしまいました。  
 その後、シカゴオヘア空港から近いホテルを確保してもらい、そこに
宿泊。 食事の場所も限られ、次の朝の出発も早いことから、空港内のマ
クドナルドで各自でハンバーガーなどを購入することに。ここでは、み
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んな疲れもありましたが、最初のアメ
リカの食べものということで、少し興
奮しながら注文していました。  
 翌朝ホテルのバンで空港まで往復
してもらい、全員の荷物を空港で降ろ
した所、ドライバーから「これだけの
荷物を降ろすのを手伝っているのに
チップはないのか」と催促され、そこ
で改めて慣習の違いに気づかされま
した。  
 そしてようやくボストンに到着す
ることができ、コンコード・カーライ
ル高校の先生方やコンコード町の関
係者の方々の出迎えを受け、ほっとひ    「アメリカでの初マック」 
と安心！と思ったところ、最後の最後  
に１名分の荷物が出てこない！結局次  
の日に無事見つかり届いたのですが、  
もうとにかく到着までの波乱続きの行程  
にはびっくり仰天させられました。  
 
 

（２）コンコード滞在編  

 
 私がホームステイさせていただいたのは、コンコード・カーライル高
校の音楽の先生であるデンティーノ先生のお宅でした。先生の家は、高
校からは車でハイウェイを飛ばして約 40 分かかるランカスターという
町にあるのですが、馬の牧場をやっていることもあり、その敷地が広大
で見るものすべてが、ピクチャレスク (写真的 )なお宅でした。  
 次の日は朝から晴天に恵まれ、ブレックファーストの後、家の周りや
牧場周辺を案内していただきました。辺り全体が非常に背の高い木々に
覆われており、秋の木の葉が舞い落ちる素敵なシチュエーションの中、
まるで映画の世界に入り込んだかのように感じました。写真好きな私は
もう夢中でシャッターを切り続けました。  

  
                
   「歓迎パーティー」      

  「デンティーノ先生の牧場」                    
            
 
  その後、コンコードでは「オーチャードハウス」の見学、「七飯町
・コンコード町姉妹都市提携１５周年記念式典参加」、「コンコード・
ミュージアム見学」、「コンコード・カーライル高校でのパーティー」
など無事予定を消化できました。  
 中高生の生徒たちが高校で授業等に参加する日の朝、学校は 7： 30 か
ら始まるので、みんな早起きして少し眠そうに高校の図書館に集合しま
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した。１時間目、生徒達が図書館を案内してもらっている間、私は、デ
ンティーノ先生の音楽理論の授業を見せていただきました。電子ボード、
パソコン、プロジェクターを駆使して、電子ボードに写る五線譜に音譜
を電子ペンで描き入れながら、生徒への質問、答えを繰り返し進める授
業は大変魅力的でした。  
 その後、午前中は、高校に敷設している CCTV という TV 局で TV 製作の
カメラの使い方を教えてもらったり、ラジオ局で日本に向けて電波を発
信し、メッセージを送ったりして過ごしました。  
 また、イタリアなど他の国の留学生も訪れて、お互いに質問しあいな
がらの交流の機会を持つことになりました。  
  

 
  「CCHS のラジオ局にて」               「七飯高校から贈られたステンドグラス」 
 
 
 
 
 
 コンコードでの最終日には、七飯町藤城小学校との姉妹校であるオル
コット小学校を訪問しました。そこで発表するパフォーマンスは、七飯
での事前研修の時に考えていたのですが、最後の練習をしようと高校の
オーディトリアムに朝 8： 00 から集まり、みんな目をこすりながらも頑
張りました。 オルコット小学校に到着すると、小さくて可愛い全校生徒
約７００名が体育館に集まりウェルカムソングで歓迎してくれました。  
その後、私たち一行はひとりひとりが自己紹介、そして練習してきたパ
フォーマンスの紹介をしました。 本番はまずまずの出来だったかなと思
います。    
 その後、生徒達は高校に戻り、ランチをとった後それぞれが授業に参
加、放課後は部活動のサイファイクラブとの交流を行い、無事にその日
の日程を終了しました。   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
  
 
 

「藤代小学校からの手紙」              「サイファイクラブとの交流」 
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（３）ボストン研修編  

 
 コンコード滞在中に、高校のスクールバスに乗せていただき、ボスト
ン研修に赴きました。最初ボストンの港にある USS コンスティテューシ
ョン号博物館に行きましたが、そこには、昔、朝鮮戦争時代に使われた
軍艦や、多くの帆船、大砲などが展示されていて見所も多かったです。
そして、ベンさんに替わる七飯町国際交流員として我々の帰国後から仕
事をすることになっているニックさんの取り計らいで、ボストンの港か
ら湾に沿って運行するクルーズ船に乗ることができました。海から見え
るボストンの街はとても素敵で建物が非常に印象的でした。  

 
船を下りた後は、巨大なショッピン

グモールの「クインシーマーケット」
で食事をとり、その後は世界大学ラン  
キングでも常に１位を争う世界屈指
の大学「ハーバード大学」の見学に回  
りました。  
 
 
     
 
 
 
 

 
「ボストンの港からの風景」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 

 「ハーバード大学にて」 
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（４）コンコード出発・ニューヨークへ  

 
 コンコード出発の朝、高校の授業が始まる前に発つことになっていた
ので朝早かったのですが、みんなそれぞれのホストファミリーにとどま
らず、お世話になったすべてのコンコード町の方々と握手やハグをしあ
い、再会を誓ったり、お礼の言葉を述べながら写真を撮っていました。
そして別れの時を迎え、みな一様に沈んだ空気の中、バスでニューヨー
クへ向かいました。  

  
ニューヨークでは、現地ガイドの日本人
女性の方が途中からバスに乗り込むこと
になっており、ちょうどお昼過ぎにニュ
ーヨーク市内に到着して落ち合うことが
できました。そして用意していただいて
いたサンドウィッチなどの昼食を取った
後、まずはニューヨーク市内を一望でき
るロックフェラーセンターの展望台「ト
ップ・オブ・ザ・ロック」に登りました。
９．１１後、このような施設への入場時
には必ずといっていいほど厳重な手荷物
検査と X 線による身体検査があるそうで
す。ガイドさんからは予め、バッグの中  

「展望台からの風景」 
 
のペットボトルやハサミ・ナイフ系の金属類は没収されると聞いていた
ので、みな割とスムーズに登ることができました。ニューヨークのマン
ハッタンが３６０度見渡せ、セントラルパークやまた反対側の遠方には
自由の女神像が立つリバティ島も見ることができる最高の景色でした。
次に機会があったときにはぜひ、夜の摩天楼をカメラに収めたいと切に
思いました。  
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ニューヨーク名物イエローキャブ」 
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その後は、生徒たちを連れて、「世界の交差点」「ブロードウェイ・ミ
ュージカルの本場」夜のタイムズ・スクウェアを見学に行きました。ネ
オンライトの煌めく巨大な広告看板が見る者を圧倒します。時間は限ら
れていましたが、新たな異国の世界に身を置くことの不思議な高揚感に
包まれながら、ここでも私は夢中にシャッターを切り続けました。  

     
     「タイムズスクウェアにて」 
 
 
 
 
 
 翌日はバスでニューヨーク市内見学となりました。まずは自由の女神
像の立つリバティ島まで船で行くのですが、その船乗り場でも手荷物検
査や X 線による身体検査がありました。生徒の一人がうっかりリュック
の中にハサミなどが入ったポーチを部屋から持ってきてしまったとのこ
とでガイドさんに伺ったところ、まず 100％没収されるだろうと言われ
ました。それならと入り口付近の隙間に隠して、帰ってきて船から下り
たら確認してみようとなったのですが、そのまま消えてしまっていたの
は言うまでもありません。自由の女神像見学から陸に戻り、金融街で有
名な「ウォール・ストリート」を歩き、ニューヨークの証券マンの気分
になったりしました。また、９．１１の標的となったワールドトレード
センター跡地の「グラウンドゼロ」を見学しました。  
 
 

 

「新しく建設中の世界貿易センタービル」 
「自由の女神像をバックに」 
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 ニューヨークにはまだまだ見所があり、セントラルパークや世界三大
美術館の一つと言われるメトロポリタン美術館、ニューヨーク市立図書
館などいろいろじっくり見たいところでしたが、ここも時間の関係で車
窓からのみの見学になったのは残念でした。しかし、私にとっては思わ
ぬおまけの場所を見学できるラッキーな機会を得ることもできました。
それはバスで車窓見学をしているときにトイレを催した生徒のため、急
遽立ち寄ったおもちゃ店がなんと私の大好きな映画「ビッグ」の撮影地
だったのです。映画をご覧になった方ならおわかりだと思いますが、主
人公のトム・ハンクスが、社長と２人で床に埋め込まれた巨大ピアノ鍵
盤で遊ぶシーンがあるのですが、そのビッグ・ピアノに偶然出くわすこ
とができたのです。  
  
 
 
 
 
（５）終わりに  
 
 最後に、七飯町・七飯町役場の関係者
の方々、コンコード・カーライル高校の
先生方を始め、コンコード町の関係者の
方々、本校七飯高校の先生方など多くの
方々に感謝を申し上げたいと思います。
有り難うございました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


